
～輝くとき～輝くとき栄光･表彰

　
秋
田
県
の
教
育
や
仙
北
市
の
暮

ら
し
を
体
験
す
る
「
家
族
留
学
」

が
８
月
４
日
か
ら
４
日
間
の
日
程

で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
家
族
留
学

は
、
仙
北
市
と
市
農
山
村
体
験
推

進
協
議
会
が
県
教
育
委
員
会
の
協

力
を
得
て
企
画
し
た
も
の
で
、
県
外

の
小
中
学
生
と
そ
の
家
族
が
市
内

を
訪
れ
、
学
力
全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
「
探
究
型
学

習
」
を
体
験
す
る
と
と
も
に
、
仙
北

市
の
観
光
や
自
然
、
農
山
村
の
暮

ら
し
も
体
験
す
る
こ
と
で
市
の
魅

力
を
感
じ
て
も
ら
い
、
関
係
人
口
の

増
加
や
家
族
ぐ
る
み
で
の
移
住
定

住
を
促
進
す
る
目
的
も
あ
り
ま
す
。

今
年
１
月
に
続
い
て
２
回
目
の
実

施
と
な
り
、
今
回
は
特
に
わ
ら
び

座
の
俳
優
の
方
々
か
ら
指
導
を
受

け
る
演
劇
体
験
が
４
日
間
す
べ
て

に
盛
り
込
ま
れ
、
首
都
圏
の
ほ
か
、

大
阪
や
和
歌
山
、
長
崎
か
ら
８
家

族
18
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
探
究
型
学
習
で
子
ど
も
た
ち
は
、

田
沢
湖
や
ク
ニ
マ
ス
の
基
礎
知
識

を
学
ん
だ
後
、
分
か
っ
た
こ
と
や

疑
問
に
思
っ
た
こ
と
を
書
き
出
し
、

「
な
ぜ
今
も
田
沢
湖
に
酸
性
の
水
が

入
っ
て
い
る
の
か
」
な
ど
、
今
回
自

分
が
探
究
し
て
い
く
課
題
問
題
を

設
定
し
、
み
ん
な
で
共
有
し
ま
し

た
。
そ
の
後
実
際
に
田
沢
湖
ク
ニ
マ

ス
未
来
館
で
生
き
た
ク
ニ
マ
ス
の
観

察
や
館
内
展
示
を
調
査
し
、
設
定

し
た
課
題
の
解
決
方
法
に
つ
い
て

そ
れ
ぞ
れ
考
え
、
発
表
し
合
い
ま

し
た
。

　
ま
た
、
保
護
者
は
、
ビ
ー
ル
工

場
見
学
や
武
家
屋
敷
、
抱
返
り
渓

谷
の
観
光
の
ほ
か
、「
思
い
出
の
潟

分
校
」
で
伝
承
話
を
聞
く
な
ど
、

市
の
自
然
や
歴
史
、
観
光
ス
ポ
ッ

ト
巡
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。
そ
の

ほ
か
、
田
沢
湖
で
は
カ
ヤ
ッ
ク
体

験
や
地
元
食
材
を
使
っ
た
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
を
楽
し
み
、
宿
泊
先
の
市

内
農
家
民
宿
で
は
夏
野
菜
や
果
物

の
収
穫
体
験
な
ど
、
田
舎
の
暮
ら

し
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
最
終
日
に
は
、
子
ど
も
た
ち
が

４
日
間
練
習
し
た
演
劇
の
成
果
を

わ
ら
び
劇
場
の
ス
テ
ー
ジ
で
披
露

し
、
感
動
と
拍
手
で
家
族
留
学
は

終
了
し
ま
し
た
。

　

今
回
参
加
し
た
家
族
か
ら
は
、

「
ま
た
何
ら
か
の
形
で
仙
北
市
と
関

わ
り
た
い
」、「
想
定
し
て
い
た
10
倍

以
上
に
心
に
残
る
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
」、「
初
上
陸
の
秋
田
が
大
好
き

に
な
り
ま
し
た
」
な
ど
と
い
っ
た
う

れ
し
い
ご
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

家
族
留
学

秋
田
の
教
育
・

仙
北
市
の
暮
ら
し
を
体
験

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
で
開
催
を

２
年
延
期
し
て
い
た
角
館

町
割
４
０
０
年
記
念
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
７
月
31
日
、

角
館
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
３
部
構
成
と

な
り
、第
１
部
で
は「
角
館・

御
家
断
絶
と
再
興
事
件
」

と
題
し
て
、
民
衆
思
想
史

研
究
所
代
表
の
江
井
英
雄

さ
ん
に
よ
る
ビ
デ
オ
出
演

で
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　
第
２
部
で
は
「
秋
田
藩

角
館
の
変
遷
」と
題
し
、
国

立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
天

野
真
志
准
教
授
に
よ
る
基

調
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
第
３
部
で
は
山
形
大
学

の
永
井
康
雄
教
授
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
角
館

伝
建
群
保
存
地
区
の
町
並

み
を
守
る
会
の
石
黒
直
次

会
長
、
仙
北
市
角
館
町
文

化
財
保
護
協
会
の
中
田
達

男
会
長
、
安
藤
雄
介
角
館

小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、
文

角
館
町
割
４
０
０
年

記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

歴
史
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る

化
庁
文
化
財
第
二
課
の
梅

津
章
子
主
任
文
化
財
調

査
官
を
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し

て
「
町
割
４
０
０
年
、
こ

れ
か
ら
の
１
０
０
年
に
向

か
っ
て
～
こ
の
街
並
み
を

未
来
の
こ
ど
も
た
ち
へ
～
」

と
題
し
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
第
３
部
が
始
ま

る
前
に
は
、
角
館
小
学
校

児
童
に
よ
る
「
さ
く
ら
の

町
の
案
内
人
」
が
実
演
さ

れ
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の

歴
史
を
再
認
識
す
る
と
と

も
に
、
歴
史
的
な
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
む
姿
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。

天野真志准教授による基調講演。

　山本實さん（角館町山谷川崎）が東北管区警察局長と東北防犯協会連
絡協議会より安全安心な地域づくりに貢献されたとして表彰され、８月
5 日、仙北警察署長より伝達を受けました。
　山本さんは、昭和 50 年から防犯連絡員として地域の防犯活動に積極
的に携わり、40 年以上にわたり中川支部内での小学生の見守り活動な
どに取り組んできました。平成 18 年には仙北市防犯協会の理事に就任、
また同協会中川支部副支部長として、市内防犯活動を通して安全安心な
まちづくりに貢献されてきました。
　山本さんは「警察との連携を大事に、犯罪被害をなくしたいという思
いでこれまで防犯活動を行ってきた。長い間、かかわらせてもらったこ
とが評価され感謝している」と話しました。

東北管区防犯功労者表彰

山本實さんが受賞
受
賞
し
た
山
本
實
さ
ん
（
左
）
と
仙

北
警
察
署
の
太
田
誠
署
長
（
右
）。

韓
国
外
交
部
長
官
表
彰

茶
谷
十
六
さ
ん
が
受
賞

　
７
月
24
日
、
茶
谷
十
六
さ
ん
が
韓
国
外
交
部
長

官
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
８
月
４
日
に
は
田
沢

湖
庁
舎
を
訪
れ
、
田
口
市
長
へ
受
賞
の
報
告
を
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
表
彰
は
、
秋
田
県
で
は
２
人
目
の
受
賞
で
、

長
年
に
わ
た
っ
て
韓
国
と
日
本
と
の
学
術
・
文
化
交

流
に
取
り
組
ま
れ
た
実
績
な
ど
が
評
価
さ
れ
た
も
の

で
す
。
茶
谷
さ
ん
は
大
学
で
朝
鮮
史
を
専
攻
、
５
年

間
の
高
校
教
師
生
活
を
経
験
し
、
そ
の
後
わ
ら
び
座

に
入
座
、
民
族
芸
術
研
究
所
員
と
し
て
朝
鮮
や
韓
国

の
歴
史
や
芸
能
・
文
化
に
つ
い
て
多
数
の
論
文
を
執

筆
、
日
本
国
内
は
も
と
よ
り
韓
国
の
学
会
や
研
究
会

な
ど
で
発
表
す
る
な
ど
活
躍
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
報
告
に
訪
れ
た
茶
谷
さ
ん
は
、「
こ
の
受
賞
が
き
っ

か
け
と
な
っ
て
、
仙
北
市
と
韓
国
と
の
文
化
交
流
が

活
発
に
な
り
、
姉
妹
都
市
締
結
な
ど
に
つ
な
が
れ
ば

あ
り
が
た
い
」と
語
り
ま
し
た
。
田
口
市
長
か
ら
は
、

こ
れ
ま
で
の
活
動
に
対
す
る
敬
意
と
と
も
に
「
生
保

内
発
電
所
建
設
工
事
や
田
沢
湖
姫
観
音
像
建
立
に

関
わ
る
歴
史
を
、
わ
ら
び
座
の
舞
台
を
通
じ
て
後
世

に
伝
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
」
と
、
今
後

の
活
躍
へ
の
期
待
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

韓
国
語
（
ハ
ン
グ
ル
）

と
日
本
語
の
表
彰
状
。

田
口
市
長
（
左
）
に
報
告
に
訪
れ

た
茶
谷
十
六
さ
ん
（
右
）。

　8 月 7 日、角館漁業協同組合の若手組合
員によるルアーフィッシングクラブ「P.M.C 
KAKUNODATE」（仲野谷秀樹会長）が、
鵜ノ崎橋から横町橋にかけて、桧木内川河
川敷のクリーンアップ活動を行いました。

クリーンアップを実施
自然や環境を守るために 　仲野谷会長は、「近年、社会問題となっ

ている海洋汚染原因のプラスチックゴミ
が多く散乱しており、黒マルチビニール
や破損したスノーダンプも流れ着いてい
た。これからは我々アングラーだけでは
なく、皆で自然を大事にすることが重要
で、クラブとしてもその一躍を担えれば
と思っています」と話しました。 「P.M.C KAKUNODATE」の皆さん。

　
８
月
４
日
～
７
日
の
４
日
間
、
あ
き

た
芸
術
村
の
稽
古
場
と
わ
ら
び
劇
場

を
会
場
に
「
子
ど
も
演
劇
体
験
講
座

２
０
２
２
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

講
座
は
演
劇
体
験
を
通
じ
て
、
楽
し
み

な
が
ら
表
現
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
力
の
向
上
を
目
指
す
取
り
組
み
で
、

毎
年
夏
休
み
の
期
間
に
実
施
し
て
い

ま
す
。
今
年
は
仙
北
市
内
の
小
学
４

年
生
か
ら
高
校
１
年
生
ま
で
の
７
人

に
、
秋
田
の
教
育
や
生
活
を
体
験
す

る
「
家
族
留
学
」
に
参
加
し
た
小
学
１

年
生
か
ら
５
年
生
ま
で
の
８
人
が
加

わ
っ
た
計
15
人
で
わ
ら
び
座
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
「
風
子
、
飛
べ
ー
！
」
の
一
場
面

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
講
師
は
、
わ
ら
び
座
俳
優
で
あ
り

脚
本
・
演
出
を
手
掛
け
た
渡
辺
哲
さ

ん
、
同
作
に
出
演

の
瀬
川
舞
巴
さ

ん
・
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
の
斉
藤
和

美
さ
ん
。
劇
中
歌

や
台
本
読
み
な
ど

を
通
し
て
、
声
の

出
し
方
や
感
情
の

込
め
方
、
体
の
動

か
し
方
な
ど
の
指

導
を
受
け
試
行
錯

誤
し
な
が
ら
練
習

子
ど
も
演
劇
体
験
講
座
２
０
２
２

表
現
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
向
上
を
目
指
す

を
重
ね
ま
し
た
。

　
最
終
日
の
８
月
７
日
、
保
護
者
や

市
関
係
者
、
わ
ら
び
座
関
係
者
な
ど

多
く
の
方
々
を
前
に
演
劇
を
披
露
し
、

役
に
な
り
き
り
感
情
を
込
め
て
演
じ

る
姿
や
劇
場
内
に
響
き
渡
る
全
員
で

の
合
唱
に
、
客
席
か
ら
は
沢
山
の
拍
手

が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
演
劇
終
了
後
に
子
ど
も
た
ち
か
ら

「
楽
し
か
っ
た
」「
次
回
も
参
加
し
た
い
」

な
ど
の
感
想
が
発
表
さ
れ
、
ま
た
、
保

護
者
の
方
々
は
「
ま
さ
か
こ
こ
ま
で
演

技
が
で
き
る
と
は
」
と
我
が
子
の
新
た

な
一
面
と
成
長
に
驚
い
て
い
ま
し
た
。

　
１
日
２
時
間
ず
つ
４
日
間
と
い
う

期
間
の
中
で
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
と
交
友

を
広
げ
る
充
実
し
た
活
動
と
な
り
ま

し
た
。

役
に
な
り
き
っ
て
演
じ
る
子
ど
も
た

ち
。

最
後
は
み
ん
な
で
集
合
写
真
！

探究型学習の様子。みんな真剣に考えてくれました。
農家民宿での収穫体験。ブルーべーリー沢山とれた
よ !（虫も） 家族でカヤック体験。田沢湖ブルーを堪能しました。

旬な情報仙北市の「今」をおとどけ チャンネル
－地域のわだい－

　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－
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